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史
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澤
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筒
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典
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組
織
の
飛
躍
と
改
革
の
年
に
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　
加
盟
組
合
、
組
合
員
の
み
な
さ
ん
の

県
労
連
運
動
への
結
集
に
感
謝
を
し
、

こ
の
１
年
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
良
い
年
に

し
よ
う
と
役
員
一
同
決
意
を
新
た
に
し

て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
は
、
参
議
院
選
挙
の
年
で
し
た
。

高
知
と
徳
島
は
合
区
と
な
り
、
高
知

憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
と
オ
ー
ル
徳
島
の
市
民

団
体
が
、
安
保
法
制
廃
止
、
立
憲
主
義

を
守
れ
の
大
義
を
掲
げ
、
野
党
統
一

候
補
を
実
現
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高

知
で
は
７
０
０
０
票
差
ま
で
追
い
詰
め
、

高
知
市
を
は
じ
め
７
自
治
体
で
自
民
党

候
補
を
上
回
り
ま
し
た
。

　
全
国
的
に
も
３
２
の
１
人
区
す
べ
て
で

統
一
を
実
現
し
、
１
１
の
選
挙
区
で
勝

利
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
憲
法
改
正

に
積
極
的
な
勢
力
が
衆

参
で
３
分
の
２
を
超
え

る
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
い
よ
い
よ
こ
れ

か
ら
が
正
念
場
で
す
。

　
改
憲
項
目
の
絞
り
込

み
、
改
憲
勢
力
間
の

温
度
差
、
安
倍
内
閣
の
下
で
の
改
憲
反

対
多
数
と
い
う
国
民
世
論
な
ど
、
改

憲
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。
改
憲
を

裏
で
推
進
す
る
日
本
会
議
と
の
「
草
の

根
対
決
」
と
な
り
ま
す
。

　
い
ま
世
界
で
は
、
保
護
主
義
と
大
衆

迎
合(

大
衆
操
作)

の
ポ
ピ
ュリ
ズ
ム
政
治
が

広
が
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
本
の
安

倍
政
治
も
そ
の
１
つ
と
言
え
ま
す
。

　
そ
れ
を
推
し
進
め
る
手
段
の
１
つ
は
、

「
言
葉
」
で
す
。
強
い
言
葉
と
そ
の
繰
り

返
し
。

　
改
憲
を
許
さ
な
い
た
め
に
も
、
民
主

的
な
社
会
を
守
る
た
め
に
も
、
私
た
ち

の
側
も
言
葉
を
磨
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
組
織
内
の
み
に
通
じ
る
言
葉
で

は
な
く
普
通
の
人
た
ち
の
心
に
届
く
言

葉
を
探
し
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
そ
し
て
、
「
わ
れ
わ
れ
」
と
い
う
２
人

県労連　田口委員長

称
と
同
時
に
「
私
が
何
を
し
た
い
の
か
」

と
い
う
１
人
称
で
語
り
か
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

　
昨
年
、
私
た
ち
は
３
つ
の
新
規
組
合
を

作
り
、
組
織
に
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
一

昨
年
の
４
つ
に
続
く
成
果
で
し
た
。

　
２
０
０
９
年
か
ら「
あ
っ
た
か
村
な
ん
で

も
相
談
会
」
を
始
め
、
県
下
各
地
で
相

談
活
動
を
継
続
し
、
相
談
窓
口
の
存
在

を
知
ら
せ
て
き
ま
し
た
。

　
昨
年
は
「
子
ど
も
食
堂
」
の
活
動
が
、

県
下
に
広
が
り
ま
し
た
。
格
差
と
貧
困

の
拡
大
への
市
民
の
側
の
１
つ
の
対
案
と
い

え
ま
す
。
こ
の
活
動
と
も
連
携
し
、
相

談
会
で
餅
つ
き
を
行
い
ま
し
た
。
餅
つ
き

体
験
を
す
る
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
「
包
摂
す
る
社

会
」
が
、
そ
こ
に
は
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
雇
用
や
人
口
減
少
、
貧
困
問
題
な
ど

県
政
課
題
に
も
果
敢
に
挑
戦
す
る
組
織

体
質
を
作
り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
い
ま
、
組
織
の
活
性
化
と

強
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
で
す
。

　
衆
議
院
選
挙
で
の
野
党
共
同
を
実
現

さ
せ
、「
普
通
の
人
が
普
通
に
幸
せ
に
暮

ら
さ
せ
る
社
会
」「
平
和
が
普
通
で
あ
る

日
本
社
会
」
を
守
る
た
め
共
同
の
力
を

強
め
ま
し
ょ
う
。

　
道
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
聞
い
て
み
よ
！

ド
ア
は
叩
い
て
み
よ
！
手
は
つ
な
い
で
み

よ
！

　
と
も
に
進
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。
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３
月
　

戦
争
法
廃
止
・早
朝
宣
伝
行
動

　
安
保
関
連
法
の
廃
止
を
訴
え

ま
し
た
。
報
道
４
社
が
取
材
に

訪
れ
、
世
論
の
関
心
の
高
さ
が

伺
わ
れ
ま
し
た
。

２
月
　

２
０
０
０
万
署
名
推
進

　
　
　  

　
　
学
習
交
流
集
会

様
々
な
分
野
で
共
同
が
実
現

　

安
保
関
連
法
廃
止
を
出
発
点
に
、
オ
ス
プ
レ
イ
、
原
発
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
な
ど
様
々
な
分
野
で
共
同
が
実
現
し
ま
し
た
。
７
月
の
参
議

院
選
挙
で
は
、「
野
党
統
一
候
補
」
が
誕
生
し
、
そ
の
流
れ
は

衆
議
院
選
挙
へ
。
安
倍
内
閣
が
推
し
進
め
る
悪
政
に
ス
ト
ッ
プ
を

か
け
る
強
い
労
働
組
合
を
今
後
も
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

４
月

参
議
院
選
挙
勝
利
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
組
織
代
表
者
会
議

　
県
労
連
は
参
議
院
選
挙
で
野

党
統
一
候
補
の
大
西
聡
さ
ん
の

推
薦
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

３
月

野
党
統
一
候
補
の
誕
生

４
月

四
国
地
区
協
・
四
電
申
入
れ

　
全
労
連
四
国
地
区
協
は
、
熊

本
地
震
を
受
け
、
伊
方
原
発
の

再
稼
働
中
止
を
求
め
、
四
国
電

力
へ申
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

2016年を振り返る
2017年 「新年号」 特別企画

２
月

非
正
規
の
均
等
待
遇
を
実
現
す

る
会
・
第
１
回
交
流
会

１
月
　

新
春
旗
び
ら
き

５
月

高
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー

　
高
知
市
中
央
公
園
に
１
２
０
０

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

５
月
　

安
保
法
制
違
憲
訴
訟

　
県
内
住
民
３
２
人
と
代
理
人

弁
護
士
１
１
人
が
、
安
保
法
制

成
立
に
よ
っ
て
受
け
た
精
神
的
苦

痛
の
回
復
と
国
への
賠
償
を
高

知
地
裁
に
求
め
ま
し
た
。

４
月

伊
方
原
発
の
再
稼
働
反
対

　
　
　
　
　
　
４
・
２
３
松
山
集
会

　
伊
方
原
発
の
再
稼
働
反
対
を

訴
え
、
２
８
０
０
人
が
松
山
に

結
集
し
ま
し
た
。
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６
月
　

戦
争
法
廃
止
１
９
日
集
会

　
丸
の
内
緑
地
で
開
催
さ
れ
た

安
保
関
連
法
の
廃
止
を
訴
え
る

１
９
日
集
会
に
は
、
５
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

７
月

最
賃
引
き
上
げ
を
求
め
る
宣
伝

　
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
目

安
に
引
き
ず
ら
れ
ず
、
大
幅
な

引
き
上
げ
を
求
め
る
労
働
局
前

行
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

６
月

太
平
洋
学
園
で
出
前
授
業

　
太
平
洋
学
園
で
通
信
制
の
生

徒
を
対
象
に
「
こ
れ
か
ら
働
く

あ
な
た
へ」
と
題
し
、
出
前
授
業

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
で
３
度

目
と
な
り
ま
し
た
。

９
月

高
校
生
の
修
学
保
障
で
要
請

　
教
組
共
闘
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
と

「
高
校
生
・
青
年
の
修
学
・
進
路

保
障
を
求
め
る
四
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

１
０
月

い
や
し
オ
ニ
オ
ン
結
成
！

　
四
万
十
の
宿
で
労
働
組
合
が

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
１
年
ご
と

の
契
約
更
新
か
ら
無
期
雇
用
への

変
更
を
求
め
て
い
ま
す
。

６
月

県
民
連
合
高
知
・事
務
所
開
き

　「
立
憲
・
平
和
・
共
生
県
民
連

合
高
知
」
が
事
務
所
開
き
を
行

い
、
１
５
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

１
１
月

副
知
事
・
教
育
長
交
渉

　
公
契
約
条
例
に
つ
い
て
は
、「
法

的
に
は
問
題
な
い
」と
し
な
が
ら

も
様
々
な
こ
と
か
ら
実
施
し
な

い
と
の
回
答
に
留
ま
り
ま
し
た
。

教
育
長
へは
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
単

位
化
な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

１
２
月

あ
っ
た
か
村
・
何
で
も
相
談
会

　
８
年
目
を
迎
え
た
相
談
会
は
、

弁
護
士
な
ど
７
０
名
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
、
２
０
件

の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

１
１
月

ま
も
ろ
う
平
和

　

な
く
そ
う
原
発
ｉ
ｎ
こ
う
ち

　
３
回
目
の
開
催
と
な
る
集
会
に

は
、
６
０
０
人
が
参
加
し
、
デ
モ

行
進
後
は
マ
ル
シ
ェ
も
開
催
。

１
１
月

Ｔ
Ｐ
Ｐ
強
行
反
対
の
行
動

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
批
准
強
行
に
反
対

し
、
山
本
有
二
農
水
大
臣
の
辞

職
を
求
め
る
自
民
党
県
連
前
で

の
昼
休
み
抗
議
行
動
を
行
い
ま

し
た
。

朝
倉
ユ
ニ
オ
ン
結
成
！

　
朝
倉
病
院
に
医
労
連
の
労
働

組
合
が
新
た
に
誕
生
し
ま
し
た
。

民
主
的
な
職
場
の
実
現
を
め
ざ

し
て
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。

６
月
　

働
く
も
の
の
学
習
交
流
集
会

　
高
知
県
で
開
催
さ
れ
た
働
く

も
の
の
学
習
交
流
集
会
に
は
、

四
国
か
ら
１
０
０
名
が
参
加
し
、

学
習
を
深
め
ま
し
た
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
２
月
８
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

時
事
川
柳
を
募
集
中
！

　

１
９
２
号
の
答
え
は
「
カ
ガ
ミ

モ
チ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以
下

の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

【
当
選
者
】

　
※
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の

都
合
上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

藤
田　

智
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
高
教
組
）

藤
本　

昴
宏　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

細
木　

麻
沙
恵　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

川
柳
コ
ー
ナ
ー

【ヨコのカギ】

①○○同文　

③♪包丁一本

――に巻いて

　⑤客をもてな

すこと　⑦千㎏

の単位　⑧相

　

カ
ギ
を
解
き
二
重
枠
の
文
字
を

並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ

う
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
旧
国
名
で
三

重
県
の
大
半
　
②
切
る
こ
と
。

テ
ー
プ
―
―
　
③
○
○
は
投
げ
ら

新年の抱負
「年男･年女」

高知県医労連副委員長

全ＪＣＨＯ病院労組高知西支部

支部長　田辺　由紀さん

れ
た
　
④
―
―
淑
女
諸
君
！
　
⑥

―
―
は
損
気
　
⑧
待
ち
続
け
る
こ

と
。
核
―
―
国
　
⑨
売
手
の
い
う

ま
ま
の
値
段
　
⑪
個
人
的
な
用
事

　
⑬
体
の
○
○
ま
で
冷
え
る
　
⑮
○

○
も
鳴
か
ず
ば
撃
た
れ
ま
い

撲の○○取り

表　⑩行進で旗

を持つ人　⑫医

者　⑭陰気の

対　⑯多年の

功労。 ――序

列

新
年
、
あ
け
ま

し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

干
支
を
め
ぐ
り

め
ぐ
る
吉
獣
が
指

お
り
数
え
て
十
二

頭
。
四
国
山
脈
に

ほ
ど
近
い
山
間
の

　
組
合
と
関
わ
り
始
め
て
、
い
つ
の
間
に
か
四
半
世
紀
が
過

ぎ
ま
し
た
。
気
持
ち
は
青
年
部
の
ま
ま
で
す
が
、
職
場
の

高
知
西
病
院
で
は
昨
年
か
ら
組
合
の
支
部
長
と
い
う
重
圧

を
担
う
事
と
な
り
、
問
題
が
起
こ
る
度
に
ま
だ
四
苦
八
苦

し
て
い
ま
す
。
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
７
年
前
に
趣
味
と
し
て
軽

い
気
持
ち
で
始
め
た
フ
ラ
メ
ン
コ
が
、
今
で
は
生
き
甲
斐
と
な

り
私
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
仕
事
も
組
合
活
動
も

忙
し
い
で
す
が
、

人
に
伝
わ
る
よ
う

な
踊
り
手
に
な
る

と
い
う
私
の
夢
を

追
い
続
け
、
何
事

に
も
努
力
は
惜
し

ま
な
い
年
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

自治労連 （越知町）

　岡本　亜嘉瑠さん

町
で
産
声
を
上
げ
て
以
来
、
四
度
の
め
ぐ
り
に

め
ぐ
ま
れ
て
、
時
は
平
成
二
十
九
年
。
新
年

早
々
吹
き
荒
ぶ
寒
風
の
中
、
年
男
と
な
り
ま

し
た
岡
本
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
酉
年
は
、
と
か
く
地
に
足
が
着
か
ぬ
な
ど
と

揶
揄
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
飛
躍
の
象

徴
で
も
あ
り
ま
す
。
流
れ
込
む
新
た
な
風
は

鶏
の
羽
音
、
あ
る
い
は
鳳
の
は
ば
た
き
な
る
や
。

意
気
揚
々
と
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

今
回
は
お
二
人
か
ら
新
た
な
年
へ
の
決
意
を
表
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

紅
白
で
　
タ
モ
リ
を
マ
ツ
コ
ト
　
４
時
間
半

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

紅
白
の
　
視
聴
者
投
票
　
意
味
が
な
い

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（高
橋
狸
）

おたよりの紹介

〇はたらく女性の中央集会の記事を読みました。 男女平等

が叫ばれてずい分経ちますが、 まだまだ格差は感じます。

完全なる平等はあり得ないと思います。 お互いが尊重し合

い、 できる事をするという姿勢が大切なのではないでしょう

か。 自治労連 （Ｆ ・ Ｋ）

〇労働相談センター通信より” 退職したくても強引な引き留

めに合い、 辞められない” ... 少子化 ・ 過疎化が進む地方

では、 笑えない現状ですよね。 自治労連 （Ｓ ・ Ｙ）

〇朝倉ユニオン結成のニュースに元気をもらいました。 若い

先生方が文句ひとつ言わずに頑張って働いている姿を見て心

配になって声をかけるのがやっとで、なかなか自分の職場で

は拡大が進んでおりません。 年末ですし反省 ・ ・ 。 仲間が

いる、 おかしなことはみんなで声を上げて変えていけるという

のが組合の良さだと思うので、 記事にもありましたが、 まず

は 「モノが言える職場づくり」 からですね。 高教組 （Ｔ ・ Ｆ）

子
ど
も
食
堂 

大
人
に
も
要
る

 

居
場
所
か
な　

 

　
　

  

　
　
（
源
朝
光
）

失
言
王
　
国
政
の
椅
子
　
守
れ
る
か

　
　
　
　             

　
　
　 

　
　  

　
　
（源
朝
光
）


